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日工販理事

宮　脇　隆一郎
（宮脇機械プラント㈱社長)

東日本大震災の一日も早い復旧と復興をお祈りします

　この度の東日本大震災でなくなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災さ

れた方々に心よりお見舞いを申し上げます。

　マグニチュード9.0、震度７という烈震に加えて、瞬く間に海岸に押し寄せ、すべての街並み

とそこでの営みを持たれていた多くの人々の命を、一瞬にして飲み込んで行った巨大津波が起

こしたあの光景は､想像を絶する無残さで身の毛もよだつものでした。加えて津波による福島

原発の破損で漏れ出した放射能災害が重なる三重苦の災害となり、被災地の方々の過酷な状況

を想うにつけても､お見舞いの言葉を見つけることができません。

　かつて16年前、私たちが経験した阪神･淡路大震災は､国内有数の人口の密集地で、二次・三

次産業が集中する都市域での激甚災害として、計り知れない大きなダメージを地元に与えまし

た。この度の被災地はそれとは異なり、沿岸部の長い距離と面積の広がりが格段に大きいだけ

に､被災された住民の方々や復旧に取り組んでおられる自衛隊､警察､地元の自治体や企業の社

員の方々はいうに及ばず、他地域から支援に来られている各種団体の方々のご苦労は筆舌に尽

くせないものがあろうかと思います。

　阪神・淡路大震災が発生したのは1995年１月、日本がバブル崩壊からやっと立ち直り始めた

ころでした。工作機械メーカー各社の復旧サービス部隊の方々に大変なご苦労をおかけしたこ

とを思い出します。震災直後の当時は、大阪方面から阪神・神戸・明石方面に直接つながる湾

岸部の交通網は全く使用不能で、メーカーのサービス部隊は、車や列車で兵庫県中央部や岡山

県の山間部を迂回したり、営業部門の担当者はやっとの思いで臨時のチャーター船に便乗して､

海路で被災現場へ急いでいただくなど大変なご苦労をおかけしました。

　私どもの会社でも､当時の顧客担当セールスマン達は、お客さまの取りあえずの復旧を必死
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に願いながら、今にも倒れて来そうな傾いた家屋やビルが並び、ホコリが充満し､救急車や消

防車のサイレンの響きが行き交い渋滞する異様な光景の道路を、自転車とバイクでお客さまの

工場を廻りました。私自身も心労が重なったせいか､目の前が真っ白になりながら車を運転し

続けたことを思い出します。被災された工場経営者と従業員の方々の復旧への必死の取り組み

と、各メーカーの復旧サービス部隊の方々の心意気あふれる活躍のおかげで、とくにダメージ

が大きくその場所での復旧が不可能で､新たに他場所の貸し工場や、新しく工場を建設して移

転された一部企業を除けば、１カ月を要せず取りあえずの復旧が出来たように記憶しています。

　３月下旬も後半になり、混乱と苦闘が続く中でも、東北地方の被災地に繋がる､新幹線、飛

行場、高速道路、港湾等の幹線交通網は回復しつつあるように報道されています。交通事情を

はじめ電気･水道･ガス等のライフラインの復旧は、阪神淡路大震災の当時よりも一段早いス

ピードで進んでいると聞き安堵しています。いま、厳しい環境にある被災現場で復旧にあたっ

ている人たちが､使命感を持って一心不乱に仕事に取組んでおられる息づかいを感じ、震災の

経験者としてエールを送り続けたいと思います。

　ただ今後気掛かりなことは、原発の破損による放射性物質の流出をどれだけ早く押さえ込む

ことができるか､また現地の農作物や海産物の風評被害によるダメージを最低限に抑えるよう､

どれだけ手際良く対策できるかです。メディア各局による、津波が押し寄せるむごい映像の繰

り返しの放映や、興味本位とも受け取られ混乱に輪をかけかねないコメンテーターなどの憶測

発言などによる風評被害が、現地の方々や復旧に取り組む人たちに、どれだけ精神的な苦痛を

与えることになっているかを自戒させる必要があることを痛感します。たとえ商業メディアと

はいえ、このような緊急事態には収益を無視し、ローカルでの地道な被災地域毎の連絡情報の

支援や、被災地を元気付けるための全国各地の支援活動などをもっと積極的に伝え、被災者を

勇気づけるよう見識のある記事と番組をつくり、メディア本来の役割を果たす良識を期待する

次第です。

　災害地の復旧と復興には特効薬はありません。長い時間の厳しい試練に対する忍耐が必要で

すし、さらに必要なことは､生きることへの粘り強さと頑固な気概をコツコツ積み重ねていく

ことだと思います。そうである限り終わらない危機はありません。私は､一般論として東北の

方々が持っている特質のいくつかの中に、秘められた強烈な粘り強さと素晴らしい頑固さがあ

るように思います。どうかシッカリと前を向いて歩き続けてください。

　一日も早い復旧と復興をお祈り申し上げます。
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議 事 録 から議 事 録 から

第２３２回　定例理事会

日　時：3月9日（水）　14：30 ～ 16：30

場　所：大阪産業創造館「6階D会議室」

出席者：長久保会長、副会長3名、理事19名、

　　　　監事1名、事務局1名

会長挨拶：

　本日は議題がかなりありますので会議は効率

よく進めたいと思います。ご審議よろしくお願

いいたします。

議　題：

［付議事項］

（１）平成22年度決算見込み：

　専務理事より報告

一般会計）

収入：今年度の会費収入は昨年度に引き続き

半額。正会員2社の退会と賛助会員6社の入会

があり差し引き増。

支出：法定福利費は料率等が上り予算対比

増。事業補助費が予算対比減。

結果として支出合計は予算対比減。収支は予

算対比改善。40周年記念行事費用は積立金枠

内。

教育事業特別会計）

収入：受講生増により受講料は予算対比増。

支出：教育事業費は予算対比減。主な理由と

してはSE講座の通信印刷費の予算対比減によ

る。これは通信講座テキスト作成を外注から

全て内製にしたこととテキストの改訂費減に

よる。

結果として期初のマイナス予想を回避出来る

見通しとなる。

（２）平成23年度役員選挙について：

①選挙管理委員会メンバー選出の件

選挙管理委員会を設置、4月7日開票時の立会

人として会長より選挙管理委員長に冨田総務

委員長が、選挙管理委員に三橋監事が指名さ

れた。

②選挙スケジュールの件

3月18日投票用紙送付、4月6日締め切り、4

月7日午後2時開票、同日開票結果を選出され

た正会員宛て連絡、4月8日に議事録を正会員

宛発送とする。

③役員定数確認の件

正会員数は69社により平成23年度からの理

事数は23名。その結果、東部は1名減の11

名、西部、中部はこれまで通りそれぞれ7名、

5名。監事は東部、中部、西部にそれぞれ1名

で計3名。

　以上承認された。

（３）平成23年度事業計画案・予算案策定方針に

ついて：

　専務理事より事業方針案と主な事業内容の説

明。平成23年度は会費半額とする暫定措置の3

年目に入り、コストが絡む事業方針について検

討。

日工販ニュース（調査広報委員会）：

　年10回の発行から発行回数半減案及び日工販

ニュースを全てウエブ配信にする案がでてい

る。結論として発行回数は減るがこれまで通

り印刷していくことになった。

賀詞交歓会（総務委員会）：

今後は会費については受益者負担を原則とし

て、従来の会員1名無料を廃止の方向とする。
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また特別償却対象特定設備等便覧も必要とす

ると会員に有料で配布の方向とする。

地区活動（東部、中部、西部地区委員会）：

コストを意識しながら会員にとって有益な事

業活動はこれまで通り継続。

[報告事項]　

（１） 流通動態調査平成23年1月結果、日工会短

観

　日工会1月の受注発表が28カ月ぶりに1,000

億円を超えたが、流通動態調査では前年対比

100％を超えているが日工会受注発表の伸びに

比較して増加分が少ない。日工会短観の注目す

べき点は2月短観の翌月部分に久しぶりにプラス

が表れている。

（２） 委員会報告

①教育委員会

後藤委員長より報告：3月1に委員会開催。

22年度は受講生増により赤字を回避出来た。

講師の定年退社に伴い講座が空くことになり

委員会で検討結果、アンケートで要望が多

かった切削工具の講座新設を決定。今年度国

内景気は若干停滞気味なところはあるがベク

トルは上向きと判断し、新入社員増を見込み

基礎講座は60名を期待。SE講座については

150名、更新研修は70名と計画。この計画

を是非クリア出来るよう受講生派遣のご協力

をお願いしたい。

②東部地区委員会

角田委員長より報告：2月9日に委員会開催。

行事の中身を濃くすること、勉強の機会を増

やすこと、建設業法など業界で問題となって

いることなどの説明会を事業に盛り込む方針

を決めた。全体として日工販会員になってプ

ラスであったと感じられ会費が高くないと思

われるように更に満足を得られるような運営

を目指す。

③中部地区委員会

高田委員長より報告：2月22日に研修会開

催。東部地区・西部地区で実施の「とことん稼

ぐ営業員になる！7つの鉄則」の講座で勉強会

を実施した。正会員16社46名（受講者16社

36名、オブザーバー8社10名）で実施し、申

し込み締切前に定員がオーバーとなるほど積

極的な参加であった。内容は各地区で実施の

通りで、非常に勉強になったという意見が多

かった。

④西部地区委員会

横幕副委員長より報告：1月26日恒例の新春

時局講演会開催。講師は既に12年ほど毎年講

演を願っている元三和総合研究所の松下滋

氏。比較的予測が当たっている。（予測が当た

る理由の一つとして毎年講演をお願いしてい

ることもあり、あまり無茶な予測は出来ない）

詳細は日工販ニュース2月号に掲載されている

ので割愛させて頂くが、結論としてはこの政

治的不安定な時期が2014年のサッカーワー

ルドカップまでは続くと話があった。

日　時：3月24日（木）　12：30～14：30

場　所：機械工具会館　5階

出席者：田尻委員長、委員5名、事務局2名

第１０９回　調査広報委員会

委員長挨拶：

　3月11日の大震災で亡くなられた方々のご冥

福をお祈りしたいと思います。
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　漸く受注も1,000を超え内需も400億円に迫

り順調に伸びてきて、まさにこれからという時

でしたが大震災が発生しました。日工販でも少

しでも貢献ができたら良いと思っております。

本日は来年度に向けどのような方針でいくのか

の議題になっております。先般の理事会でも日

工販の収入と支出のアンバランスをどうやって

是正していくのか議論され、我々調査広報委員

会は各委員会に先駆けて対策を検討しておりま

すが、日工販ニュースの発行については休刊と

いうことではなく6回は発行との方向性が既に出

ておりますので、それに沿って予算を組みたい

と思います。

議　事：

（１）次年度事業計画の件

①日工販ニュースについて

１）発行方針

2年に一度の役員選挙結果報告、総会報告、

EMO特集、IMTS特集、JIMTOF特集、忘年

会、新年挨拶、賀詞交歓会等、また各種統計

資料のタイミングを考慮し、5月、7月、10

月、12月（12月はJIMTOF開催年度のみ発

行）、1月、2月に発行する事を取り決めた。

JIMTOF特集の関係から偶数年度は6回、奇数

年度は5回発行となる。発行日は発行月の15

日。また各号の発行月表示についてはVol. 1

～とする。

２）編集方針

前回の調査広報委員会で「工作機械と私」「私の

読書評」「リレー随筆」「甘口辛口」は掲載継続し

寄稿者への謝礼基準が取り決められた。22年

7月から始めた隔月掲載の「営業マン日記」は毎

回掲載。「メーカーインタビュー」は専門家に

インタビューを依頼することから交通費・記

事作成費用削減のため中止とし、従来からの

「話題の技術」を毎回掲載する。

３）23年度表紙（カラー）検討

景気の上向きを願い、明るい色7種類の中か

ら、紅色（DIC NO.154）に決定。　

①日工販会員名簿について

昨年同様、印刷までは事務局、製本は外注に

て作成、発行する。

②予算案策定について

・来期の日工会発行統計要覧配布は継続する

こととなり費用は従来通り。

・22年度インターネット関連は予算通りで

あったが、来期はホームページ製作委託先

と交渉の結果従来の費用に比べ30％引きと

なり費用の減を見込む。

・中古機械情報掲載は掲載会社の減少傾向に

あり、かなりの収入減を見込む必要あり。

・ニュース発行が年5回となるので、既に作成

した予算を見直すこととする。

第９９回　教育委員会

日　時：3月1日（火）　12：30～14：20

場　所：機械工具会館　5階会議室

出席者：後藤委員長、委員8名、事務局3名

委員長挨拶：

　今期を振り返り来期はどのような施策で行く

のか決めなくてはなりません。教育委員会は日

工販の中でも中核的な事業を担っておりますの
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で、是非確かなものへと十分議論をお願いした

い。

議　題：

（１）22年度SE講座、更新研修受講生アンケー

ト集計結果報告

　受講実績、基礎講座39名、SE講座150名、

更新研修88名、永世SE手続き42名。

　今期の基礎講座は新人が少なく1回のみの開

催。その中で注目されるのは会員外が47％を占

めた。

　SE講座は予想110名より多い結果となった。

更新研修は88名。

　SE講座アンケート結果は、不満部分は概ね、

時間配分・声が聞きとりにくい等。また、今期

に限らず受講生の経験年数・会社業態・担当機

種により講座の理解度あるいは求めるレベルに

差があることによって不満理由にバラツキがあ

る。

　更新研修アンケート結果は、全般で満足度55

％以上、不満2％以下で良い結果となっている。

2日目の特別講座は満足80％以上不満0％。

ケーススタディも良く考えられており非常に好

評。

　更新研修の今後の希望・改善点等は、個人情

報に関して受講者リストの配布を問題視する指

摘が1件あったが、検討の結果、配布リストには

会社名・役職・名前のみ記載故、個人情報とし

ては問題は無いと判断され、グループ討議の際

には受講者リストが必要とされるので、募集要

項には予め受講者リストは配布する旨の断りを

盛り込むこととする。

（２）22年度教育事業収支概要報告

　受講者増加したこと、及び通信テキストの内

製化によるコスト削減が貢献し収支は予想され

たマイナスを回避することが出来た。

（３）23年度教育事業方針について

　　（受講料、カリキュラム他）

●SE教育日程

基礎講座：日本工業大学との調整の上、3月

20日以降に日程が決定される見

込み。

SE講座： 10月6・7・8日（名古屋）

10月13・14・15日（大阪）

10月20・21・22日（東京）

更新研修：11月11・12日（名古屋）

11月25・26日（東京）

●更新研修未終了者の救済

当面期限は付けず救済していく。

●受講実績

受講者は永世SE資格手続きを含めて6,033

名、現在「日工販SE」資格者は2,516名。

●受講料

受講料については従来通りとする。旧更新研

修未修了者の特別講座受講料も2万円。

●助成金制度

「キャリア形成促進助成金」、「雇用調整助成

金」の活用可能。

●受講（参加希望）アンケート調査票

3月上旬（今週中）に送付予定

（４）23年度講座及び講師について

●SE講座

「最近の工作機械の展開と活用」の講師が辞め

ることになり、検討の結果「切削機械の動向」

と内容が若干似ているため、「切削機械の動

向」に集約し、新たに希望が多かった「切削工

具」の講座を設けることとなった。

●その他

全体的な意見として携帯電話での対応のため

休憩時間は10分では短いという意見が多く来

年度は講座間の休憩時間を15分とする。
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西部地区会員懇談会

日　時：3月17日（木）　15：00～17：00　

会　場：大阪弥生会館　2階「三笠・伊吹の間」

出席者：正会員10社13名、

　　　　メーカー会員10社13名、

　　　　リース会員4社６名、

　　　　計24社32名

現況報告と見通し：

～正会員～

※仙台営業所人的災害無し。今週一杯閉鎖。東

北地区はお客様も少なく余り影響はない。輸

送手段が付いたらガソリン、食料､水等生活必

需品を送る予定。今期決算はＶ字回復とは言

えないがＵ字回復と言ったところ。全体的に

は90％。特に半導体が大きく回復、工作機械

は60%程の回復で輸出比率は20%。中国、

タイ、インドネシアが主で中国の強化を図っ

ている。

※当社は販売先が関西中心で東北進出の企業が

少し有るが殆ど被害は無かった。業種は、機

械、設備、工具の3部門だが、機械は対前年比

納入ベース70%。

設備は大きく伸びて150%。切削120%。

トータルで120～130%。受注ベースは対前

年比、機械、設備、工具共に120～130%。

※東北に工具メーカーは若干有るが工作機械

メーカーは少なく今のところ問題は少ない。

住宅設備の販売部門の関係でＩ社やＳ社のシ

ステムキッチン等の出荷が出来ない状況にあ

る。特にシステムキッチンは換気部分の生産

を東北の一社が一手に引き受けており当面出

荷が出来ない。当社は機械と工具と住宅機器

の三部門で構成しており、当初の目標達成の

目処は立った所だが、東京支社の売上比率が

全体の40%程あり、来期は西の方が頑張らね

ばと思っている。

※今月の出荷が殆ど出来ないのはＴ社。Ｙ社筑

波工場やＯ社等も暫く時間が掛かる模様。東

北方面には工作機械メーカーも少なくＫ社や

Ｍ社は損傷しており暫く整備調整が必要。そ

の中でＨ社等多少レベル出し等が必要な程度

と思われる。営業拠点は北上、仙台、福島に

あり、北上は内陸部にあり被害は殆ど無かっ

たが食料が無く新潟の社員が食べ物を満載し

て届け、16日も再度新潟から供給した。仙台

は社員の何人かは住めない状況にあり、ライ

フラインの電気と水道は昨日から復旧したが

ガスの見込みが立っていない。福島営業所は

原発から70キロ離れており余り心配ないが家

族が精神的に参っており、実家に避難させる

とか、支店長を残して一時新潟支店へ、また

郡山も支店長と地元の社員を残して新潟支店

に移動させた。土曜日から幕張で『どてらい

市』の予定だったので大阪から東京に向かって

いたが、静岡で地震に遭遇し8時間かって東京

到着、幕張は液状化の為中止せざるを得なく

なった。仙台の開催も不可能となった。受注

残で東北地区の納入は連絡が取れない所もあ

り予定の5%～10%はストップになるのでは

と思っている。今期は機械と工具が55%で、

消費財と海外が45%、全体ではピークの80

～85%迄回復。機械部は国内がリーマン・

ショック前の45%程度ですが、海外が大きく

伸び全体で90%になった。来期予想は不透明

な所がある。秋田、山形は被害が比較的少な

く、東北の仕事がそちらへ流れたり、関西中

部方面へも流れるのではと思われる。

※仙台に事務所があり人的被害はない。建設機

械のレンタル会社があるが、30台程の発電機
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が全部予約済。当社は日本、米国、中国、東

南アジアの4極体制だが米国はGMが1年で復

活、自動車・航空機関係を主体にリーマン・

ショック前に戻っている。タイとインドネシ

アが好調でインドネシアは特出しておりリー

マン・ショック前より5割アップ。中国は4割

増。国内は売上の25%が建設機械で公共投資

の削減で全体では65%迄回復。

※私共は明石が本拠地で震災ニュースを見て阪

神淡路大震災を改めて思い出した次第で､我々

は真っ先にお客様の所へ駆けつけた事を思い

出します。当時のNC機は本体と制御装置が分

離されており、コードが切断し本体とバラバ

ラになった光景を思い出した。今回は受けて

いる機械の納期は大丈夫ですかと尋ねられた

が納期遅れの物件はない。しかし、今後の受

注に対しては色々心配している。09年度の受

注は1/6迄落ちたが10年は売上、受注共

75%前後迄回復した。特に建機や油圧機器関

係の大手及びその関連の中小企業は大変忙し

く設備投資もして頂いたが、それは一部で

あって件数の多くの零細企業は、全く元気が

なくこの先も大変厳しいと見ている。我々は

当たり前の事を当たり前にコツコツやって行

くしかないと思っている。

※震災で転注の依頼がある。乾電池の国内生産

が3月で無くなる予定だったが急遽引き続き生

産という所もある。私は工作機械業界で41年

になり、今迄は受注が1兆円あれば製販ともソ

コソコ利益が出ていたが、リーマン・ショッ

ク以降はメーカーさんだけが一人勝してお

り、2010年度は1兆円を超えたが、国内は

30%程でしかもその6割前後が大手で占めて

おり、残りの僅かで我々商社は戦ってきたわ

けだが、昨年の10月頃から徐々に良くなり、

2月度は更に回復してきているが機械部門はま

だまだ心配。海外の鋳物部隊は頑張ってくれ

ており、Ｔ社の国内生産分で中国及び中近東

へ輸出している車の搭載品で、1,000円位の

三角停止表示板が、昨年の7月頃は4,000台

程だったが今は1万台を超えている。

※東京と仙台に営業所があり取り敢えず情報収

集に努めており、ボツボツと情報が入ってき

ている。お客様のために5～20ℓの燃料容器

を300個程送る準備をしている。東北の仕事

が関東周辺に転注されている様にも聞いてい

る。また、関東の得意先が関西に工場を出さ

れた所があり本社とオンラインで図面の通信

が出来ない問題もあったとのこと。当社は5月

決算だが、09年度はリーマン・ショック前の

65%。10年は70%で、今年は80%程を予

測している。売れ筋業種は、LED、半導体、

コネクター、シリコン、医療、カメラ携帯レ

ンズ回りのお客様が主体で最近は海外向けの

売上受注も増えてきている。また、廃業、縮

小などで販売の依頼もあり中古機械販売もソ

コソコ増えている。

※直接的には震災の影響はなかった。弊社は09

年度、10年度何とか黒字で終える事ができ

た。来期は更新需要が徐々に出てきたのでソ

コソコ利益を確保できるのではと思ってい

る。しかし、この度の震災で日本経済の先行

きも不透明で、来期の設備計画は暫く様子を

見られる企業も多く、四半期ごとの進捗状況

を見ながら早め早めに手を打って行かねばと

思っている。

※今年はまあまあの数字で決算は何とかなりそ

うな状況。震災の為、為替・株式の乱高下等

で不安定要素が出てきており、来期の計画を

どうしたらよいものか頭を悩ましている状

況。

～メーカー会員～

※工場が西日本に集中しており余り被害はな

かった。但し、郡山の電子デバイスの工場と

東北支社が被害にあった。郡山はラインの調

整など暫く時間はかかる。東京電力、東北電

力の原発は日立・東芝が主で当社は関西電力
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が主で福井の原発は津波対策等を行った程

度。原発の影響で休止していた火力発電再開

の立ち上げで忙しい。放電加工機の国内総需

要は納入で06年2,400台、09年650台、

2010年約800台、2010年受注は1,000

台。西日本地区へ仕事の転注の話しも聞いて

いる。鋼板用の切断に大型レーザー加工機の

引き合いが増加している。

※青森迄を含めると4,000社程の納入ユーザー

があり、震災で機械が移動しておりレベル出

し等の依頼を受けている。秋田は平常と変わ

らない。ガソリンは長蛇の列で10ℓ入れるの

に4時間程かかった。受注している仕事を関西

方面に転注する企業も出始めている。3月は例

年3倍程の出荷だが、東北地区で2社程受け入

れが出来ない程度。千葉の工場は天井が落ち

た程度で少し生産支障はあるが殆ど影響はな

い。欧米は少しずつ良くなりアジアにおいて

は少し厳しくなりつつある。

※震災の直接的な影響はないが関東方面の営業

活動は皆さんと同じ。リーマン・ショック以

降、工作機械の受注は09年1～3月がどん底

だったがCAD/CAMは半年程ズレ09年7月～

10年6月迄底が続き10年10月位から上向い

てきた。02年頃迄は金型向け商品が85%占

め、部品加工向けは15%程だったが03年を

境に部品加工向け商品が大きく伸びリーマ

ン・ショック迄は良かった。現在は金型向け

20%、部品加工向け80%となり部品加工向

けが圧倒的に多くなっている。私共は部品加

工向けの商品で、2次元図面で2軸及び2軸半

の加工する商品と3次元2次元のデーターを呼

び込み、同時5軸までの処理が出来る商品を

持っているが、03～08年迄は2軸と3軸の比

率は32%位だったが、最近の傾向は3次元2

次元データーを読みながら2～5軸まで加工出

来る商品の割合が09年は53％。

10年は79%、1～3月は83%と3次元デー

ターを読む商品が増えてきている。

※北関東営業所にサービス員を100名程配備し

て復興体制を取っている。しかしガソリンの

関係等で現在はそれほど機能していない状

況。東京、山形、群馬、青森はお客様と連絡

が取れ、2～3割のお客様から支援要請を受け

ているが、岩手、宮城、福島は電話が繋がら

ない状況。機械の生産は東北方面にはサプラ

イヤーがないので直ぐには影響が見受けられ

ない。輸出関係も名古屋港なので問題はな

い。今後売上について北関東方面は色々問題

が出てくるのではと思っている。先程メー

カーは儲かっているとおっしゃっておられま

したが、漸く水面から顔を出しかけたところ

で、今回の震災のショックを受けており、

リーマン・ショック後1/4に落ちた受注が漸

く55～70%になり、損益分岐点を下げギリ

ギリの状況。

※仙台に営業所があるが社員は全員無事。営業

所はグシャグシャで仕事が出来る状態ではな

く家族は関西に帰らせている。ツーリングは

元々海外比率が10%程だったが現在は30～

40%。お客様の仕事量は70～80%迄戻って

いるが当社は60～70%で東日本、西日本、

中部地区の順で今後東日本が落ちる分、西日

本と中部で頑張らねばと思っている。

※筑波、仙台テクノロジーセンターの被害が発

生し、お客様に見ていただける環境ではな

い。営業所の郡山、筑波、仙台テクニカルセ

ンターは復旧した。東京支社に震災対策本部

を200名体制で設け状況確認から行っている

状況。今期の10月～3月国内は特に東日本が

良かったが、今後震災で中部、西部でどれだ

けバックアップ出来るかといったところ。海

外は中国、アジアが忙しく小型機種でも納期

が4カ月程掛かっている。全体としては7割程

度まで回復。

※仙台営業所は人災もなく営業所の片付けは1日

で終わったが食事等暫くは苦労すると思われ

る。売上の比率はツーリング、円テーブル、
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リーマの順でどの分野も7割程度回復してい

る。元々内需が中心で輸出は僅かだったが現

在は20%。半導体、建機に目立った受注があ

る。円テーブルは海外が多くなっている。国

内は自動車関連が増えている。リーマは震災

までは東日本が良くなっていた。中国で大型

円テーブルを大量受注したが他に影響の無い

様、増産体制を取っている。

※切削工具メーカーは、生産拠点は中部地区で

震災の影響は殆どない。営業拠点の仙台、郡

山は休業しており所員は自宅待機。11月決算

で2010年は2008年ピーク時の約80%で

11月以降は、85～90%まで回復し、注残も

増えており生産はフル生産している。内外比

率は半々で、今後海外が伸びるが国内は震災

の影響を心配している。

※東京営業所の所員は無事。お客様と連絡を

取っているが未だに7社程連絡が取れない。所

員もガソリンの関係もあって今は自宅待機。

業績はピーク時の60～70%といったとこ

ろ。外需が60～70%に増えつつある。殆ど

が東南アジアで、円高で厳しい環境。来期は

90%程迄戻したい。

※仙台、郡山に営業所があるが人的被害はな

い。東電の計画停電の連絡が曖昧で生産計画

が立てにくい状況。今後どの程度影響が出る

のか不透明。当初の計画は達成出来るがピー

ク時の70%程度まで回復。国内30%、東南

アジア40%で東南アジアが牽引してくれてい

る。部品調達の価格は上がりつつあり、来期

は少し強気と思っていたが震災の関係でどう

なるかと言うところ。

～リース会員～

※リース料が払えない申し出に対しては優先的

に対応する様に指示があった。海沿いの地域

は機械のリース物件は比較的少ない。今期並

びに来期の業績見通しを多くの商社メーカー

に聞いて見ると、海外は好調で海外がらみの

話が増えている。国内は相変わらず厳しく、

引き合いがあっても09年の決算書をリース会

社が普通に見たら到底審査が通らないがその

後の回復度合いや、導入効果を確認して決定

する様に上から指示をされている。

※東北支店を中心としたユーザーから支払い猶

予の話があった場合は前向きに対処を行な

う。国内業績貢献地域は東京と大阪の2拠点だ

が、中国、東南アジア、アメリカの案件等で

何とかボーダーラインをクリアしている。関

西のお客様でも震災の関係でリース契約の話

しが先送りになっているところがある。関連

会社の生命保険代理店(節税の為の保険)がある

が、リーマン・ショック後業績の落ち込みで

解約が相次いだが10月以降業績回復で保険の

加入が増加している。

※当社は関西中心で震災の影響は余りないが、

震災の関係で支払いが遅れる話が出てくれば

先ずお話を聞いて対応させて頂く。リスケ

ジュールの話は最近落ち着いてきているが今

後震災の関係でどうなるのか心配している。

昨年の後半リーマン・ショック前の50～

60%迄戻り今年に入り更に案件も増えている

が、頂いている決算書はリーマン・ショック

後の一番悪い数字でありお断りしなければな

らない案件も多い。

※拠点が水戸・山形・仙台で、仙台事務所は影

響が激しく山形に移管している。弊社はこの

災害復興支援に対して500万ドル程支援する

予定。リース物件に対してお客様は混乱して

おり、リスケジュールの話はまだないが出て

くれば前向きに対応させて頂く。滅失してい

る場合は当然解約となるが一括請求はしない

で相談しながら対応して行きたい。機械の引

き合いは秋口から回復傾向にあり特に建機と

油圧がらみのお客様が目立っている。更新需

要の引き合いも増えているが、決算書だけの

審査では無理なので、その後の回復傾向を見

て前向きに検討している。
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双日マシナリー㈱
名古屋支社　第一グループ
チームリーダー

角　田　幸　男

　私は2001年4月に現在の会社の前身である日商岩井中部機械㈱へ入社致しました。今年は私が商社マ

ンとなって丸10年、その間に色々な経験を積む事ができた区切りの年なのですが、この度『工作機械と

私』への投稿の機会を頂きました。投稿テーマは成功談・失敗談何でも良いとの事でしたが、折角の機会

ゆえ成功（自称ですが）事例について、紹介させて頂きたいと思います。

　さて、私が入社した当時は、愛知県三河地区にある某自動車メーカーさんが、世界一の自動車会社を

目指し、世界生産拡大を急速推進し始めた時でもあり、我社も自動車産業に引っ張られ、非常に忙しい

頃だったと記憶しています。

　私の会社もこの土地柄、自動車関連企業を主力取引先としており、お客様同様忙しい毎日でしたので、

産業機械メーカーからの転職であった私は、新任の挨拶も早々に、初日から技術打合せや調達交渉へと、

商社マンとしての心構えも出来ていない状況での即実戦配備でした。私が担当したお客様も、上述関連

の自動車部品製造会社であり、これから数年で過去経験のない大規模な新規設備投資を国内外で実行さ

れる時でした。

　国内のお客様の場合、一般論ですが生産技術は自社が保有している場合が多く、購入される設備機械

は工程毎に切り分けられています。お客様作成の仕様がほぼ固まった購入予定仕様書に基づいて、商社

はメーカー作成の見積仕様書により見積を出すパターンが一般的で、私が当時担当したお客様も同様で

した。つまり設備購入においては、お客様と設備メーカーが主役となり、我々商社が活躍できる即ち“商

社がお客様に貢献できる”チャンスが少なかったわけです。

　この状況下で我々商社が考えなければならない事は、如何に存在価値を発揮し、且つ商談を優位に進

める事が出来るかです。そこで私は、多忙なお客様、生産技術スタッフに代わって、その時お客様が抱

えていた課題の克服方法や、生産技術スタッフが宿命付けられている“新しいアイディアを織り込んだラ

インの構想”に向き合うための検討の場面作りに努めました。また、国内の場合、製造プロセスは完璧に

工程分割されており、それぞれの工程を受け持つ設備メーカー及び工程間をつなぐ搬送メーカーが、お

客様のビジョンと合致している必要性から、単独のメーカーではなく、各メーカーを参画させる事に致

しました。

　具体的には商社である当社が旗振り役を務めながら毎月の定例会議をセッティングし、それぞれ得意

分野が異なる複数メーカーを一同に集め、テーマの解決に向けたディスカッションを数年継続致しまし

た。これらの活動は、『お客様満足度の向上と、単体ではなくライン提案』を可能にし、商社としての存

在感を発揮する事が難しい国内商売において、意義のある仕事が出来たと今でも思います。

　当時一つの目標に向かって議論を重ねたお客様や各設備メーカーとは、今日においても大変友好的な

信頼関係が継続出来ており、それぞれの後継者に引き継がれ、大きな財産となっております。

『単体からシステムへ、システムからラインへ　
顧客提案型営業の取組み事例』
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マルカキカイ㈱

大阪産業機械第二部

喜 多 村　 久

「外国語上達法」　千野栄一 著　（岩波新書　1986年1月初版発行）

　近年工作機械販売も海外需要が国内を上回り、海外を相手に仕事をする機会が増え、語学の必要性も高

まっています。社内公用語を英語化、昇進条件にTOEICのスコア等の話も最近良く耳にするようになりま

した。本屋へ足を運ぶと、大きな棚を言語学習書が埋め尽くしています。そんな棚を埋め尽くす本の中か

ら、私が最近読んだ本を紹介させて頂きます。題名は「外国語上達法」。

　本書は私が産まれた1986年に初版が出版されて以来、25年間読み継がれている、名著とも呼ばれる

本です。英語を専攻していた学生時代から本書の存在は知っていましたが、今まで読む機会がなく、先日

本屋で偶然目にして購入してみました。

　本書は語学が苦手と自称する筆者が、複数の言語を習得する中で発見した「外国語上達法」を紹介してい

ます。英語だけでなく全ての外国語が対象です。筆者によると、語学学習にはコツがあり、それらを知る

ことにより、苦労をした挙句、未完に終わる可能性すらある学習をずっと楽にするということです。

　本書の構成は「初めに」、「まとめ」を含む「目的と目標」、「語彙」、「文法」、「教師」など計12章で書かれ、

各章で学習のコツが語られています。その内容は、とにかく1,000の語彙を習得、学習の目的と達したい

レベルの設定する、などです。私が思わず赤ペンで線を引いてしまったのは、筆者が語学の神と呼ばれる

人物に外国語学習で必要なものを聞いた時の回答です。その答えは、お金と時間。人はケチだからお金を

かけるとそれを無駄にさせまいという気が起こり、その時間が無駄にならないようにと予習・復習をす

る。正直、内容に奇抜さはなく、成程とは思いますが、当たり前といえば当たり前のことです。しかし、

それが外国語学習の真理であり、本書が長年読み継がれる理由なのかもしれません。

　学習のコツだけでなく、筆者のユーモアのある語りや、外国語に関しての様々な体験談も面白く、かつ

学習意欲が掻き立てられます。1章20ページ程と簡潔で、読み返すのも容易です。また、上達法は全ての

外国語が対象なので、新しい外国語学習にも有効です。この点が本書の価値を高めていると思います。

　私はタイに駐在していたことがあり、その時は主に英語を使って現地の人と仕事の話をしていました。

しかし、現地の方々と良い関係を築くには現地の言葉を使うことが重要だと感じました。現地企業との取

引拡大を考えるのであれば現地語の必要性は高く、今後の競争の中で不可欠となるはずです。

　本書には楽に外国語を習得する魔法のような方法は書いてありません。しかし、回り道をせず、長い道

程の先にあるゴールへと導くコツが詰まっています。是非語学を勉強する人に読んで頂きたい本です。本

書に、良い教師は生徒に学習を諦めさせないとありますが、本書こそが読む人にやる気を与えてくれる良

い教師です。

　思えば私のタイ語教師も良い教師でした。タイで受けた１対１のタイ語講座で、新しい言語を学ぶのは

楽しいと思わせてくれました。ただ1つ気がかりなのは、その先生はどう見てもオカマであったため、私

のタイ語がオカマ口調になっているかもしれないことです。
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『 家 族 を 大 切 に 』

日本GE㈱
関西第二支社　工作機械営業部　部長

秋　山　琢　生

　この度の東日本大震災で被災された皆様には心からお見舞い申し上げます。3月初旬に『甘口辛口』コー

ナーへの寄稿依頼を頂戴し、どんなテーマでどんなことを書いたら良いものかと思案していた3月11日

にこの度の東日本大震災が起こりました。あの日以来、私がこの原稿を書いている4月6日現在において

も、原発・放射能・計画停電等々の問題が山積しており、解決の糸口が見つかっていない状況が続いて

おります。

　私の実家は相模湾の海岸線から5km圏内に位置しており、小学生の頃からいつ東海地震が起こっても

不思議ではないと言われ続け、夏休み明けの9月1日に教室のイスの座布団がわりにする防災頭巾を忘れ

ると、先生にひどく叱られたものでした。そのため、大震災後の津波のテレビ映像を見た時、他人事と

は思えず身震いがして、本当に居た堪れない気持ちになりました。

　また、更に私の心を痛めたことは地震発生時刻が14時46分と日中に起こったため、学校や職場や自

宅等にいて離れ離れになってしまったご家族が多数いらっしゃるということです。もし自分自身が被災

し、自分の家族が一人でも欠け、自分自身が残されたなら、と思うと心が痛んでやみません。気丈に振

舞うことなどできるのだろうか？そう思うと改めて家族の大切さを痛感致しました。

　日頃、私は日々の営業・事務処理に追われ、帰宅が22時や23時になることが頻繁にあります。また

飲み会ともなれば0時を過ぎることは当たり前になっております。平日に妻や子供達と顔を合わせ、じっ

くりと会話をすることなどほとんどありません。お互いがその状態を当たり前と感じてしまっており、

家族の大切さ・掛け替えの無さに対し、非常に鈍感になってしまっております。 工作機械メーカーの方々

や商社の方々も、平日の残業や土日の搬入・展示会等々の出勤でご家族とのコミュニケーションが希薄

になっている方々が多数いらっしゃるのではないでしょうか？

　ただ、やはり本当の窮地に陥った場合、最終的に自分自身の支えや拠り所になってくれる又はなれる

のは家族しか有り得ないと思っております。そう思うと、これからは常日頃からもっと家族を大切にし、

ワークライフバランスを考えながら(勿論やるべき仕事はきっちりとやります！) 日々の生活を送って行

くべきではないでしょうか。

　今後、震災後の復興の過程で仕事や日常生活においてさまざまな予期せぬ出来事が起こる可能性があ

りますが、家族を大切にして、この困難を乗り越えて行きましょう！。
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第４２回 通常総会のご案内

平成23年度の役員選挙は去る4月7日（木）、日工販事務局で選挙管理委員2名立ち会いの下開票され、集

計の結果、下記の会員会社が選出され、6月の総会以後2年間協会運営の職務を担っていただくことにな

りました。

選挙立会人　　 選挙管理委員長：冨田　薫　　　委　員：三橋　誠

理事会社（五十音順）

東部地区11社： 伊藤忠マシンテクノス㈱、㈱兼松ＫＧＫ、住友商事マシネックス㈱、

双日マシナリー㈱、㈱トミタ、㈱豊通マシナリー、㈱ＮａＩＴＯ、丸紅マシンツールズ㈱、

三井物産マシンテック㈱、三菱商事テクノス㈱、ユアサ商事㈱

中部地区 7 社： ㈱井高、三栄商事㈱、サンコー商事㈱、三立興産㈱、㈱東陽、㈱不二、山下機械㈱

西部地区 5 社： 赤澤機械㈱、伊吹産業㈱、植田機械㈱、京華産業㈱、宮脇機械プラント㈱

監　事　東部地区：㈱テヅカ、　中部地区：下野機械㈱、　西部地区：㈱山善
　 　 　 　

なお、同時投票により専務理事の宇佐美 浩氏は信任されました。投票数は下記の通りでした。

投票数　 正会員（投票権数69） 68票 投票率　98.55％ 有効 62・無効 6

（内訳） 東　部（投票権数33） 32票 投票率　96.97％ 有効 31・無効 1

中　部（投票権数20） 20票 投票率 100.00％ 有効 17・無効 3

西　部（投票権数16） 16票 投票率 100.00％ 有効 14・無効 2

4月14日追加選挙報告

東部地区理事 住友商事マシネックス㈱辞退のため、「役員選挙に関する申し合わせ」による繰上げにより、

㈱共和工機が繰り上げとなりましたが辞退のため、㈱ナチ常盤が就任いたします。

お知らせお知らせ

当協会では下記により第42回通常総会を開催致しますのでご案内申し上げます。ご予定願います。

期　　日／平成23年6月8日（水）

会　　場／八重洲富士屋ホテル

総　　会／13：00～13：40

記念講演／14：00～15：40

　　　　　演題：「脳が若返る方法」

　　　　　講師：米山公啓(よねやま きみひろ)氏　作家、医師（医学博士）　

　　　　　　　　日本老年学会評議員、日本脳卒中学会評議員　

懇親パーティ／16：00～17：50

平成２３年度 理事・監事選挙結果
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さ か い 三 十 郎

　三十郎は結婚式に縁がある。主役経験は一度だけだが、受付

から司会役へと進化し、来賓・仲人・親族代表挨拶まで経験し

た。新人の頃は先輩の元彼の結婚式乱入を防ぐためのガードマン役も経験した。（この先輩は2008年春

に定年退職された）

　式場では“下手なうえに長いスピーチをする御仁”に出会った事も何度か。短い時間で会場を和ませる

スピーチを見習いたいものだ。

　そこで皆様方へ三十郎が使った挨拶例を紹介させていただく。何れも出席者層に合わせたピンポイン

トテーマで、3分以内に終わらせるのがコツです。以下ご参考まで。

①自然界の数字を説明し“要領良く生きる”ことを紹介する。（三十郎オリジナル）

　“曲がった事はしない、真っ直ぐに生きるように”　このようなスピ－チを行なう人もいますがこれは

間違っています。何故かって？

　私たちが生きている地球の地軸は傾いています。何と“23.4度”も。真っ直ぐに立っている人こそ傾き

ながら曲がって歩いているのです。

　地球の空気中の酸素濃度は僅か“21％”残りの大部分は窒素であり、人間は不純物が無いと生きていけ

ないのです。また真水も飲むことは出来ません。“塩分4PPM”と不純物があるから飲めるのです。こ

れらは真面目なだけ純粋なだけでは、世の中生きていけない事の証明です。

　横断歩道を横断する際、左右を良く見て渡ります。でも左右100ｍの視界に車が見えなかったらボタ

ンなんか押さずに、安全に渡り切りましょう。要領良く生きましょう！

②毎月初めの1日は、50年間生きるとして年12回×50年で600回あります。しかし1月1日は年に一

回であり50年で50回あります。でも今日という日は一生に一度しかありません。一日一日を大事に

生きてください。日々是好日。（淀川長治先生の講演から引用したもの）

③人を守ってこそ、自分を守れる。自分の事しか考えぬ奴は、自分の家庭をも守れない奴だ。（黒澤明監

督作品“七人の侍”で勘兵衛が村人を叱咤した言葉）

　三十郎は警視庁に勤務する長男の結婚式で採用しました。

④二十代には二十代の青春があるように、三十・四十・五十代にはそれぞれの青春があります。夢を持

ち続け挑戦していきましょう。（加山雄三さんの言葉）

⑤人生に必要なものは“少しの金”と“少しの勇気”、そして“守る家族”です。（チャップリンの人生訓から）

⑥今日は1月5日です。今年も残り360日となりました。年末年始の準備はよろしいでしょうか。人生、

早め早めに手を打ちましょう。

　（落語家、桂歌丸師匠がテレビ番組“笑点”の自己紹介で使われていました。）
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　こんな自己紹介も時には喜ばれました。（数字の3をキーにした挨拶）

　「さかい三十郎、33才。JR中央線武蔵境駅の境南町3丁目、3階、303号室に住んでいます。子供は

3人。長男・次男は少年野球で3番サードさかい。

　今は生活に余裕がなく散 （々33）な日々にありますが、将来はサンサン（33）と輝くことを夢みていま

す。よろしくお見知り置きください。」

　宴会の席ではこんな挨拶も行なった。

　「私、生まれも育ちも福岡県柳川市です。団子屋の次男坊として産湯をつかい、親父の名は房次郎、祖

父の名は初次郎。私が寅年に生まれたら間違い無く“団子屋の寅次郎”と名づけられた男でございます。」

　昭和40年頃のテレビ番組“ナショナル提供・ズバリ当てましょう”の司会者（泉大輔氏）が臨席された披

露宴で司会を行い、軽妙洒脱に行なったことから評判を受けたことも。

　披露宴やパーティーでは抽選会も開催される。こんな抽選会に出会ったことも。

　平成4年、JR大阪駅近辺に新装したホテルの披露パーティーに出席した時のこと。約500人が招聘さ

れ披露パーティーが開催された。三十郎は300人規模の宴会を予約しており招かれたもの。料理の品定

めなどを完了し満足を覚えた頃、抽選が始まった。

　ホテル司会「これより皆様方へ感謝の意を込めて福引抽

選会を行います。皆様の胸札の右下に番号が記載されてい

ます。これから読み上げます番号と一致された方が当選者

となります。」

　このようなオープニングから抽選が始まり会場は静寂と

なった。しかしこの当選者の名が5人呼ばれたところで三

十郎は気付いた。「これは偽抽選だ！」

　呼ばれた名は「○○航空大阪支店長。○○建設社常務、

○○電気工事社部長、○○装飾社長、府議会議員などな

ど」である。余りにもひどい、というかお粗末である。抽

選箱の中身は偽装工作されているだろう。三十郎の傍にい

た出席者（民間企業者）も呆れ、互いに目配せした。

　こんなホテルに宴会を予約した自分が嫌になり、ホテル

係員にキャンセルを申し出た。先方は理由を求め三十郎は

答えた。「客の応対がまともに出来ないホテルに、大事な客を呼ぶことは出来ない。先ほどの抽選会が全

て」。先方は二の句が告げないでいた。

　結婚式でスピーチを依頼された男の映画がある。「祝辞（1985年、栗山富夫監督）」定年前の万年課長

（財津一郎）は専務の息子の式で祝辞を依頼される。口下手な課長は本やビデオから内容をまとめリハー

サルも念入りに行う。いざ本番会場では前のスピーチ者が同じ内容を紹介してしまう。焦る万年課長の

スピーチや如何に。見てのお楽しみです。
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㈱太陽工機
営業部中部営業所

丸　山　　毅

　早いもので桜も咲き、私の一番好きな季節になりました。

　前号の㈱日本精機商会の秋田さんが学生時代の事を書かれておりましたので、私も便乗し、入ってい

たサークルについて書こうと思います。

　大学入学の際、女の子にモテそうというどうしようもない理由でテニスサークルに入りました。しか

し工学系の大学だった事もあり、女の子も少なく、それに加えテニスにも全く興味の無い私が続くわけ

もなく、一週間もすると行かなくなってしまいました。

　そんな時、最寄り駅でダンスの練習をしている大学の先輩を発見しました。またもやダンスが出来た

ら女の子にモテるのではないかという理由でダンスサークルに入部。そのサークルのメンバーは男率

100%の強面な人達の集まりでした。しかし、その先輩方が繰り出すダンスはとてもカッコ良く、一瞬

で惚れてしまいました。それ以来、アホみたいに毎日毎日ダンスを練習するようになり、絶対出来ない

と思う技でも少しずつ出来る様になりました。

　練習は主に駅前です。同じ場所でダンスしている人達とは自然に仲良くなります。他の人から見れば

THE 強面 みたいな方々もいますが、気さくな良い人達ばかりでした。ダンスで知り合いになった方は

今でも親交があり、良き仲間です。

　練習を始め1年が経つ頃には発表の機会が出てきます。基本は周辺大学での出し物（文化祭等）です。そ

れ以外では、主にバーやクラブでの発表になります。スポットライト&ミラーボールをギラギラに受けな

がら100人程度の前で大体5～7分程踊ります。始まる前は緊張と興奮でプルプル震えたりもしますが、

始まれば全力でやるまでです。5分間というと短い感じもしますが、終わると疲労で精根尽きた状態にな

ります。

　ダンスを終え、拍手を頂けるとやっぱり嬉しいもので、また次も頑張ろうという気持になります。ダ

ンスが出来て女の子にモテたかと言うと実際そんな事はありませんでしたが、男友達には不自由しない

生活でした。始めたきっかけは女の子にモテたいと言うどうしようもない理由でしたが、私にとって良

い経験だったと思います。

　工作機械業界に入り3年になります。まだまだ学ぶ事が多く毎日大変ですが、この業界でも多くの方と

出会えるのを楽しみに頑張って行きたいです。

 　次に私が紹介するのは、伊吹産業㈱名古屋支店の小森俊輔様です。この方はとても気さくでまじめな

良い方です。
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工作機械・FA流通動態調査1
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工作機械・FA流通動態調査2



統計資料

21 日工販ニュースVol. 1－2011

2010年 世界の工作機械需給
■ 生産額

（単位：百万ドル）

注：ｃ：断片的資料からの推定。　＄：USドルでの報告。　ｕ：2009年の数値（10年レートでドル換算）。

　　原データは切削/成形比率のみを発表しているため、編集部で小数点以下第2位を四捨五入で換算。

出所：METALWORKING Insiders’ Report/Gardner Publications, Inc.
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注：＄：USドルでの報告。
　　ｃ：推定値。
　　ｕ：2009年の数値
　　　　（10年レートでドル換算）。

　　上記統計は再輸出を含む。

注：※消費＝（生産＋輸入）－輸出
　　＄：USドルでの報告。
　　ｃ：推定値。
　　ｕ：2009年の数値
　　　　（10年レートでドル換算）。

　　上記統計は再輸出を含む。

■ 国別輸出額■ 国別消費額
（単位：百万ドル）

2010年 世界の工作機械需給
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注：＄：USドルでの報告。
　　ｃ：推定値。
　　ｕ：2009年の数値
　　　　（10年レートでドル換算）。

　　上記統計は再輸出を含む。

出所：METALWORKING Insiders’ Report/Gardner Publications, Inc.

■ 国別輸入額
（単位：百万ドル）（単位：百万ドル）
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（単位：百万ドル）

（単位：百万ドル）
主要相手国別輸出額構成

主要相手国別輸入額構成

コメント（主要相手国別輸入額構成）
・2010年輸入額全体は2009年比107％の状況。中国235％、台湾179％、タイ124％、韓国116％の増
となっている。減少はドイツ、スイス、アメリカで約3割の減となっている。

コメント（主要相手国別輸出額構成）
・2010年輸出額全体は、2009年比189％の状況。輸出額200億円以上を見ると香港419％、中国241
％、タイ237％、台湾208％、インド171％、アメリカ170％、韓国152％の増となっている。

出所：財務省貿易統計

出所：財務省貿易統計
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行事予定

Ｓ

Ｅ 教育

Ｓ

Ｅ 教育

会員・業界消息

日工販SE合格者  第１８２回  発表

今回は3月の合格者11名と4月の合格者12名です。

第42回通常総会 ………………………… 6月8日（水） 八重洲富士屋ホテル
ＳＥ教育「基礎講座」第1回……………… 6月16～18日（木～土） 日本工業大学
政策委員会・定例理事会 ……………… 7月6日（水） 機械工具会館
政策委員会・定例理事会 ……………… 9月15日（木） 大阪産業創造館
ＳＥ教育「ＳＥ講座」（名古屋） ………… 10月 6～8日（木～土） Ｉ.Ｍ.Ｙビル
ＳＥ教育「ＳＥ講座」（大　阪） ………… 10月13～15日（木～土） 新梅田研修センター
ＳＥ教育「ＳＥ講座」（東　京） ………… 10月20～22日（木～土） 機械工具会館
政策委員会・定例理事会 ……………… 11月10日（木） 安保ホール
ＳＥ教育「更新研修」（名古屋） ………… 11月11～12日（金、土） Ｉ.Ｍ.Ｙビル
ＳＥ教育「更新研修」（東　京） ………… 11月25～26日（金、土） 機械工具会館

展示会
MEX金沢2011（第49回機械工業見本市金沢） … 5月19日（木）～21日（土） 石川県産業展示館
微細・精密加工技術展2011 ……………………… 5月25日（水）～27日（金） インテックス大阪
スマートグリッド展＆次世代自動車産業展 ……… 6月15日（水）～17日（金） 東京ビックサイト

会員代表者変更 … メーカー賛助会員　大阪機工㈱　執行役員営業本部長　藤村 博
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　シチズンマシナリーミヤノ㈱
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　執行役員ミヤノカンパニー営業本部本部長　長沢俊幸
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　㈱太陽工機　管理部総務課マネージャー　内藤宣夫　
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　富士機械製造㈱　工作機械事業部営業部長　後藤智久

認定No. 会社名 合格者名　

11-20-2508 ㈱ＮａＩＴＯ 土澤　　仁

11-20-2509 ㈱ＮａＩＴＯ 藤代　　勝

11-20-2510 ㈱ＮａＩＴＯ 鈴木雄一郎

11-20-2511 三菱商事テクノス㈱ 桧枝　貴史

11-20-2512 三栄商事㈱ 篠田　将良

11-20-2513 ㈱東　陽 比楽　守貴

11-20-2514 ㈱森精機製作所 前垣　憲志

11-20-2515 ㈱森精機製作所 中野　晃樹

11-20-2516 ㈱森精機製作所 大田　茂夫

11-20-2517 日立キャピタル㈱ 南口　幸也

11-20-2518 ひろぎんリース㈱ 川上　裕充

認定No. 会社名 合格者名　

11-20-2519 ㈱兼松ＫＧＫ 能美　孝好

11-20-2520 ㈱ＮａＩＴＯ 山崎　滋一

11-20-2521 ㈱東　陽 黒　　康輔

11-20-2522 ㈱東　陽 柴田　耕作

11-20-2523 ㈱山　善 玉田　寛幸

11-20-2524 ㈱山　善 冨永　宗志

11-20-2525 三菱電機㈱ 大津　　守

11-20-2526 ㈱森精機製作所 川崎　裕文

11-20-2527 ㈱森精機製作所 浅田　富雄

11-20-2528 ㈱森精機製作所 ファフライナー 太郎

11-20-2529 ㈱ナベヤ 上田　祐樹

11-20-2530 春日鋼機㈱ 田中　　豊
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行事予定

● 2011年Vol.１をお届けします。今年度より発行予定月がこれまでと変わり５月にVol.１、以降７月、10月そして来

年１月、２月の発行となります。尚、JIMTOFが開催される年は12月にも発行となり年６回となります。

● ３月11日に発生した東日本大震災により亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈りするとともに被災された皆様へ

お見舞い申し上げます。一日も早い復旧・復興への一助として日工販としては東北地方太平洋沖地震東京都義援金

口座に寄付を致しました。

● 阪神淡路大震災では、被害の多くは震災による建造物の崩壊そして火災でしたが、今回は震災による崩壊、火災に

加えて想像を絶する津波が一瞬にして生活、家族、仕事を奪ってしまいました。更には原子力発電所を破壊し電力

をも奪いました。今回の大震災に遭遇して改めて認識させられたことは沢山あります。まず我が国は海に囲まれ地

震、津波、台風といった自然の脅威にさらされている島国であること。原発事故のように最先端の技術がマイナス

方向に向かった時の恐ろしさ。いかに電気中心の生活をしてきたか等など。そして私達がかかわる自動車、電機な

どの産業界に対して東北地方が中核となる部品、原材料などの供給面でいかに重要な役割を果たしてきたかが改め

てクローズアップされています。

● 日工会発表の３月受注確報によりますと、内需320億円、外需815億円と引き続き1,000億円超の1,135億円となりま

した。この結果により平成22年度の受注総額は前年度比103.5％増の１兆1,136億円となり３年振りの１兆円台とな

りほぼリーマン・ショック前の受注水準に戻ったと言えます。しかしながら平成22年度は受注総額の約7割を外需

が占めており内需は総額3,536億円と好調な時期の7,000億円台にははるかに及ばず未だ復調したとは言えないと思

います。昨年11月より300億円を超え、少しずつ増加を続け２月には400億円に手が届くようになり内需復活に期待

が持てる明るい兆しが見えてきた矢先に東日本大震災が発生しました。内需復活には時間がかかると思われます

が、まずは被災地そして我が国の経済が一日でも早く回復することを願わずにはいられません。

難加工技術展2011 …………………… 7月6日（水）～8日（金） ポートメッセ名古屋
プレス・板金・フォーミング展  MF-Tokyo 2011

……………………… 8月3日（水）～6日（土） 東京ビックサイト
EMO HANNOVER 欧州国際工作機械見本市

……………………… 9月19日（月）～24日（土） Hannover国際展示場
MECT2011メカトロテックジャパン

……………………… 9月29日（木）～10月2日（日）ポートメッセなごや
測定計測展 Measuring Technology Expo 2011

……………………… 10月12日（水）～14日（金） 東京ビックサイト
次世代ものづくり基盤技術産業展 TECH Biz EXPO 2011

……………………… 10月19日（水）～22日（土） ポートメッセなごや
2011国際ロボット展 ………………… 11月9日（水）～12日（土） 東京ビックサイト



［東部地区（33社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠マシンテクノス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
双 日 マ シ ナ リ ー ㈱
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ 豊 通 マ シ ナ リ ー
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
丸紅マシンツールズ㈱
三井物産マシンテック㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱
㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠

㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（58社）］

㈱アマダマシンツー ル
育 良 精 機 ㈱
㈱ エ 　 グ 　 ロ
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
㈱ＭＳＴコーポレーション
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱カワイエンジニアリング
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
㈱ 北 村 製 作 所
キ ャ ム タ ス ㈱
黒 田 精 工 ㈱
コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ ㈱
㈱ Ｃ ＆ Ｇ シ ス テ ム ズ
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
シチズンマシナリーミヤノ㈱
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱

大 昭 和 精 機 ㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク

㈱ 太 陽 工 機
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ 東 京 精 密
東 芝 機 械 ㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 進 製 作 所
ハ イ デ ン ハ イ ン ㈱
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 工 業 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱
吉 川 鐵 工 ㈱

［リース業（16社）］

ＮＴＴファイナンス㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
Ｊ Ａ 三 井 リ ー ス ㈱
住信・パナソニックフィナンシャルサービス㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本 機 械リース販 売 ㈱
日 本 Ｇ Ｅ ㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三 菱 電 機 クレジット ㈱
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ リ ー ス ㈱

正会員（全69社）

賛助会員（全74社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（五十音順）

平成23年5月1日現在


